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(57)【要約】
【課題】消費電力を抑えることを課題とする。
【解決手段】光送受信器は、ＦＥＣ方式各々と、ＦＥＣ
方式各々が対向光送受信器において適用されるべき適用
条件各々とを対応付けて予め記憶する。そして、光送受
信器は、対向光送受信器から送信されたデータの受信状
態を測定し、記憶している適用条件各々の内、測定した
データの受信状態が満足する適用条件を判定し、満足す
ると測定した適用条件に対応付けて記憶されているＦＥ
Ｃ方式を選択する。そして、光送受信器は、選択したＦ
ＥＣ方式を、対向光送受信器に通知する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光送受信器であって、
　前記光送受信器に対向する対向光送受信器にて適用され得る前方向誤り訂正の方式各々
と、当該方式各々が当該対向光送受信器において適用されるべき適用条件としてデータの
受信状態で示される適用条件各々とを対応付けて予め記憶する適用条件記憶手段と、
　前記対向光送受信器から送信されたデータの受信状態を測定する測定手段と、
　前記適用条件記憶手段によって記憶されている前記適用条件各々の内、前記測定手段に
よって測定されたデータの受信状態が満足する適用条件を判定し、当該適用条件記憶手段
にて当該適用条件に対応付けて記憶されている方式を選択する方式選択手段と、
　前記方式選択手段によって選択された方式を、前記対向光送受信器に通知する通知手段
と
　を備えたことを特徴とする光送受信器。
【請求項２】
　前記適用条件記憶手段は、前記光送受信器によって受信されたデータに含まれる誤りの
割合で区切られる所定の範囲各々を適用条件各々として記憶し、
　前記測定手段は、前記光送受信器によって受信されたデータに含まれる誤りの割合を測
定し、
　前記方式選択手段は、前記適用条件記憶手段によって前記適用条件各々として記憶され
ている前記範囲各々の内、前記測定手段によって測定された誤りの割合が含まれる前記範
囲を判定し、当該適用条件記憶手段によって当該範囲に対応付けて記憶されている前記方
式を選択することを特徴とする請求項１に記載の光送受信器。
【請求項３】
　前記適用条件記憶手段は、前記適用条件と前記方式との対応付けとして、前記前方向誤
り訂正を用いても許容割合になるまで誤りを訂正することが可能でない誤り割合の範囲と
、前記前方向誤り訂正を適用しない方式との対応付けを記憶することを特徴とする請求項
２に記載の光送受信器。
【請求項４】
　データの受信状態が入力断であるか否かを測定する入力断測定手段と、
　前記入力断測定手段によって入力断であると測定された場合に、前記前方向誤り訂正を
適用しない方式を前記対向光送受信器に通知する入力断時通知手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の光送受信器。
【請求項５】
　前記方式各々が適用されていないデータに含まれる誤りの割合を示す適用前割合と、当
該方式各々が適用されていないデータに対して当該方式各々が適用された後における誤り
の割合を示す適用後割合との対応関係を前記方式各々について予め記憶する関係記憶手段
と、
　許容割合を受け付ける受付手段と、
　前記関係記憶手段によって記憶されている前記対応関係から、前記方式各々について、
前記受付手段によって受け付けられた許容割合に対応する前記適用前割合の値各々を読み
出す読出手段と、
　前記方式各々に対応付けられた前記範囲各々の上限各々を示す閾値各々として、当該方
式各々について前記読出手段によって読み出された適用前割合の値各々を前記適用条件記
憶手段に設定し、
　かつ、
　前記方式の内誤りを訂正する性能がより低い方式がある方式に対応付けられた前記範囲
の下限を示す閾値として、当該誤りを訂正する性能がより低い方式の内最も性能が高い方
式について読み出された適用前割合の値を前記適用条件記憶手段に設定する設定手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項２～４のいずれか一つに記載の光送受信器。
【請求項６】
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　光送受信システムであって、
　前記光送受信器に対向する対向光送受信器にて適用され得る前方向誤り訂正の方式各々
と、当該方式各々が当該対向光送受信器において適用されるべき適用条件としてデータの
受信状態で示される適用条件各々とを対応付けて予め記憶する適用条件記憶手段と、
　前記対向光送受信器から送信されたデータの受信状態を測定する測定手段と、
　前記適用条件記憶手段によって記憶されている前記適用条件各々の内、前記測定手段に
よって測定されたデータの受信状態が満足する適用条件を判定し、当該適用条件記憶手段
にて当該適用条件に対応付けて記憶されている方式を選択する方式選択手段と、
　前記方式選択手段によって選択された方式を、前記対向光送受信器に通知する通知手段
と
　を備える光送受信器と、
　前記通知手段によって通知された方式を受信すると、当該方式を適用して前記光送受信
器にデータを送信する送信手段を備える前記対向光送受信器と
　を有する光送受信システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、光送受信器および光送受信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、光通信ネットワークにおいて、前方向誤り訂正技術（ＦＥＣ、Ｆｏｒｗａｒ
ｄ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）を用いる手法について、さまざまな研究が行わ
れている。なお、前方向誤り訂正技術とは、受信側となる光送受信器が、データ転送途中
にて発生したエラーを修復する手法である。
【０００３】
　ここで、光送受信器は、前方向誤り訂正技術を用いると、電力を消費する。また、前方
向誤り訂正技術には、複数の方式がある。例えば、光送受信器は、誤りを修復する性能が
高い前方向誤り訂正技術を用いた際に、誤りを修復する性能が低い前方向誤り訂正技術を
用いる際に消費する電力よりも、大きい電力を消費する。
【０００４】
　また、従来の光送受信器では、光送受信器の初期立上時に保守者によって、前方向誤り
訂正技術についての設定（ＦＥＣ方式）が入力される手法が用いられている。また、例え
ば、従来の光送受信器では、ＦＥＣ方式を切り替える場合には、保守者によって手動でＦ
ＥＣ方式が切り替える手法が用いられている。また、例えば、光送受信器が、伝送品質が
良好ではない場合に、データを送信する際に用いる伝送路を切り替える手法が用いられて
いる（例えば、特許文献１）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１８０９６号公報（第５－７頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記した従来の技術は、消費電力を抑えることができないという課題があっ
た。
【０００７】
　例えば、上記した従来の手法では、保守者によってＦＥＣ方式が一度設定されると、光
送受信器は、ＦＥＣ方式がその後変更されること無く運用される場合が多い。このため、
従来の手法では、消費電力という観点から不適切なＦＥＣ方式を光送受信器が用い続ける
ことから、消費電力を抑えることができなかった。
【０００８】
　具体的な一例をあげて説明すると、従来の光送受信器においては、前方向誤り訂正技術
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を用いることが不要な場合であっても、顧客の設定によっては、前方向誤り訂正技術が常
に動作していた。例えば、受信装置への光入力断時や、誤り訂正が不可能なエラーレート
が受信装置に入力されている場合や、伝送品質がよく誤り訂正が不必要の場合などが該当
する。これにより、例えば、従来の光送受信器では、前方向誤り訂正技術を動作する際に
消費する消費電力を常に浪費していた。なお、上記した伝送路を切り替える手法は、消費
電力を抑える点について考慮したものではない。
【０００９】
　そこで、この発明は、上述した従来技術の課題を解決するためになされたものであり、
消費電力を抑えることが可能である光送受信器および光送受信システムを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、光送受信器に対向する対向光送受信器に
て適用され得る前方向誤り訂正の方式各々と、当該方式各々が当該対向光送受信器におい
て適用されるべき適用条件としてデータの受信状態で示される適用条件各々とを対応付け
て予め記憶する適用条件記憶手段を備える。また、対向光送受信器から送信されたデータ
の受信状態を測定する測定手段を備える。また、適用条件記憶手段によって記憶されてい
る適用条件各々の内、測定手段によって測定されたデータの受信状態が満足する適用条件
を判定し、当該適用条件記憶手段にて当該適用条件に対応付けて記憶されている方式を選
択する方式選択手段を備える。また、方式選択手段によって選択された方式を、対向光送
受信器に通知する通知手段を備える。
【発明の効果】
【００１１】
　消費電力を抑えることが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係る光送受信器および光送受信システムの実施
例を詳細に説明する。なお、以下では、実施例１で用いる主要な用語、実施例１に係る光
送受信システムの概要、光送受信システムの構成および処理の流れ、実施例１による効果
を順に説明し、その後、その他の実施例について説明する。
【実施例１】
【００１３】
［用語の説明］
　まず最初に、実施例１で用いる主要な用語を説明する。実施例１で用いる「前方向誤り
訂正技術（「前方向誤り訂正」とも称する。）」とは、受信したデータに含まれる誤りを
修復する技術である。具体的には、送信側となる光送受信器は、冗長な誤り訂正符号を付
加してデータを送信する。そして、受信側となる光送受信器は、伝送途中で発生したエラ
ーを、誤り訂正符号を用いて修復する。
【００１４】
　また、前方向誤り訂正技術についての設定（ＦＥＣ方式）とは、光送受信器（受信側）
に対向する光送受信器（送信側）にて適用され得る前方向誤り訂正技術の方式各々を示す
。すなわち、光送受信器（送信側）（または光送受信器（受信側））が、複数ある前方向
誤り訂正技術の内、いずれの前方向誤り訂正技術を用いて、光信号を送信するか（または
、受信したデータを修復するか）を示す設定である。なお、ＦＥＣ方式には、複数ある前
方向誤り訂正技術の内、いずれの前方向誤り訂正技術をも用いない設定も含まれる。
【００１５】
　また、光送受信器（送信側）や光送受信器（受信側）は、前方向誤り訂正技術を用いる
と、電力を消費する。また、前方向誤り訂正技術には、複数の方式がある。例えば、光送
受信器は、誤りを修復する性能が高い前方向誤り訂正技術を用いた際に、誤りを修復する
性能が低い前方向誤り訂正技術を用いる際に消費する電力よりも、大きい電力を消費する
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ものである。
【００１６】
［光送受信システムの概要］
　次に、図１を用いて、実施例１に係る光送受信システムの概要を説明する。なお、図１
は、実施例１に係る光送受信システムの概要を説明するための図である。
【００１７】
　以下では、実施例１に係る光送受信システムを説明する上では、説明の便宜上、二つの
対向する装置を有する光送受信システムを例に用いて、説明を行う。
【００１８】
　図１に示すように、実施例１に係る光送受信システムは、光送受信器（送信側）２００
を有する装置（送信側）１００と、光送受信器（受信側）４００を有する装置（受信側）
３００とを有する。なお、光送受信器とは、電気信号を光信号に変換し、また、光信号を
受けて電気信号に変換するものである。
【００１９】
　すなわち、実施例１に係る光送受信システムでは、装置（送信側）１００が、光送受信
器（受信側）４００に光信号を送信する。
【００２０】
　具体的には、装置（送信側）１００内にて、光送受信器（送信側）２００は、ＦＥＣ制
御部（送信側）２１０が、監視・制御部（送信側）２２０によって設定されたＦＥＣ方式
を用いて、電気信号を符号化する。例えば、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、監視・制
御部（送信側）２２０によって設定されたＦＥＣ方式として、「Ｇ９７５　ＦＥＣ」を用
いて、符号化を行う。そして、光送受信器（送信側）２００は、符号化した電気信号を光
信号に変換する。そして、装置（送信側）１００は、電気信号から変換した光信号を、装
置（受信側）３００に送信する。
【００２１】
　また、実施例１に係る光送受信システムでは、装置（受信側）３００が、受信した光信
号に含まれるデータを、ＦＥＣ方式を用いて修復する。
【００２２】
　具体的には、受信部（受信側）３０１は、光信号を装置（送信側）１００から受信する
。そして、装置（受信側）３００内にて、光送受信器（受信側）４００が、受信した光信
号を電気信号に変換する。さらに詳細には、光送受信器（受信側）４００は、監視・制御
部（受信側）４２０によって設定された演算手法（光送受信器（送信側）２００によって
用いられたＦＥＣ方式に対応する演算方法）を用いて、電気信号に含まれる誤りを修復す
る。
【００２３】
　ここで、実施例１に係る光送受信システムは、以下で説明するように、消費電力を抑え
ることが可能である。
【００２４】
　すなわち、実施例１に係る光送受信システムでは、図１に示すように、光送受信器（受
信側）４００が、適用条件各々を記憶する適用条件記憶部４２１を有する。具体的には、
実施例１に係る光送受信システムでは、光送受信器（受信側）４００が、ＦＥＣ方式各々
と適用条件各々とを対応付けて、適用条件記憶部４２１に記憶する。なお、適用条件とは
、光送受信器（送信側）２００において適用されるべきＦＥＣ方式を選択するための条件
を、データの受信状態で定めたものである。
【００２５】
　例えば、実施例１に係る光送受信システムでは、光送受信器（受信側）４００が、ＦＥ
Ｃ方式「Ｇ９７５　ＦＥＣ」と、適用条件（データに含まれる誤りの割合（エラーレート
））「２×１０－４～３×１０－３」とを対応付けて、適用条件記憶部４２１に記憶する
。
【００２６】
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　そして、実施例１に係る光送受信システムでは、光送受信器（受信側）４００が、光送
受信器（送信側）２００から送信されたデータの受信状態を測定する。具体的な例をあげ
て説明すると、光送受信器（受信側）４００では、図１に示すＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４
０２が、光送受信器（送信側）２００から送信されたデータに含まれる誤りの割合を測定
し、例えば、「１×１０－３」であると測定する。
【００２７】
　そして、実施例１に係る光送受信システムでは、光送受信器（受信側）４００が、適用
条件記憶部４２１によって記憶されている適用条件各々の内、測定されたデータの受信状
態が満足する適用条件を判定する。例えば、光送受信器（受信側）４００は、受信したデ
ータに含まれる誤りの割合が、「１×１０－３」であると測定した場合を例に説明する。
光送受信器（受信側）４００は、データの受信状態が満足する適用条件が、「２×１０－

４～３×１０－３」であると判定する。
【００２８】
　そして、実施例１に係る光送受信システムでは、光送受信器（受信側）４００が、適用
条件記憶部４２１にて適用条件に対応付けて記憶されている方式を選択する。具体的な例
をあげて説明すると、光送受信器（受信側）４００では、監視・制御部（受信側）４２０
が、適用条件「２×１０－４～３×１０－３」に対応付けられた「Ｇ９７５　ＦＥＣ」を
選択する。
【００２９】
　そして、実施例１に係る光送受信システムでは、光送受信器（受信側）４００が、選択
した方式を光送受信器（送信側）２００に通知する。具体的な例をあげて説明すると、光
送受信器（受信側）４００では、図１に示す監視・制御部（受信側）４２０が、送信部（
受信側）３０２を介して、「Ｇ９７５　ＦＥＣ」を光送受信器（送信側）２００に通知す
る。
【００３０】
　そして、実施例１に係る光送受信システムでは、光送受信器（送信側）２００が、通知
を受けた後に、通知されたＦＥＣ方式を用いて、光送受信器（受信側）４００に対してデ
ータを送信する。例えば、光送受信器（送信側）２００は、光送受信器（受信側）４００
からＦＥＣ方式として、「Ｇ９７５　ＦＥＣ」が通知された場合を例に説明する。ここで
、光送受信器（送信側）２００は、通知された後にデータを送信する際には、ＦＥＣ方式
「Ｇ９７５　ＦＥＣ」を用いてデータ（電気信号）を符号化する。そして、符号化した電
気信号を光信号に変換して、光送受信器（受信側）４００に対して送信する。
【００３１】
　このようなことから、実施例１に係る光送受信システムは、上記した如く、消費電力を
抑えることが可能である。
【００３２】
　すなわち、従来の手法では、ＦＥＣ（誤り訂正）機能を搭載した光送受信器において、
ＦＥＣについての設定は、一度設定されたＦＥＣ方式が変更される事無く運用される場合
が多い。
【００３３】
　このため、例えば、従来の手法では、装置への光入力断時や、誤り訂正が不可能なエラ
ーレートが入力されている場合や、伝送品質がよく誤り訂正が不必要の場合であっても、
顧客の設定によっては、ＦＥＣ機能が常に動作していた。これにより、従来の手法では、
光送受信器は、ＦＥＣ機能を動作する際に消費する消費電力を常に浪費していた。
【００３４】
　また、例えば、従来の手法では、消費電力という観点から不適切なＦＥＣ方式が、変更
される事無く運用される場合が多い。これにより、従来の手法では、光送受信器は、適切
なＦＥＣ方式を用いた場合に消費する消費電力よりも大きな消費電力を浪費していた。
【００３５】
　このような従来の手法と比較して、開示の光送受信システムでは、データ受信状態に応
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じて適切なＦＥＣ方式を用いることができ、消費電力を抑えることが可能である。すなわ
ち、開示の光送受信器（受信側）４００では、エラーレートに応じて適切なＦＥＣ方式を
判定し、対向する光送受信器（送信側）２００に通知してＦＥＣ方式を切替させる。これ
により、開示の光送受信システムでは、消費電力の点で不適切なＦＥＣ方式となっていて
も切替られない従来に比較し、消費電力の浪費を防止することが可能である。
【００３６】
［光送受信器の構成］
　次に、実施例１に係る光送受信システムの構成の一例について説明する。以下では、ま
ず、光送受信器（送信側）２００を有する装置（送信側）１００の構成の一例について説
明する。そして、光送受信器（受信側）４００を有する装置（受信側）３００の構成の一
例について説明する。その後、光送受信器（送信側）２００の構成の一例について説明す
る。そして、光送受信器（受信側）４００の構成の一例について説明する。
【００３７】
　なお、以下では、特に言及しない限り、装置（送信側）１００と装置（受信側）３００
とは、同様の機能を有する装置であるものとして説明する。その上で、以下では、光送受
信器（受信側）４００が、装置（送信側）１００から送信されたデータに対して、前方向
誤り訂正技術の方式を適用する場合について説明する。
【００３８】
　また、実施例１における装置（送信側）１００は、装置（送信側）１００に接続するク
ライアント（送信側）から光信号を受け付け、受け付けた光信号を電気信号に変換する。
そして、装置（送信側）１００は、当該電気信号を光信号に変換する。そして、装置（送
信側）１００は、当該光信号を装置（受信側）３００に送信するものとして説明する。ま
た、光送受信器（受信側）４００や装置（受信側）３００は、「ｎ」チャンネルの波長を
多重化して送受信するものとして説明する。
【００３９】
　また、実施例１における装置（送信側）１００は、装置（受信側）３００から光信号を
受け付け、受け付けた光信号を電気信号に変換する。そして、装置（送信側）１００は、
当該電気信号を光信号に変換する。そして、装置（送信側）１００は、当該光信号をクラ
イアント（送信側）に送るものとして説明する。
【００４０】
　また、実施例１における装置（受信側）３００は、装置（送信側）１００から受け付け
た光信号を電気信号に変換し、当該電気信号を光信号に変換する。そして、装置（受信側
）３００は、装置（受信側）３００に接続するクライアント（受信側）に当該光信号を送
信するものとして説明する。
【００４１】
　また、実施例１における装置（受信側）３００は、クライアント（受信側）から光信号
を受け付け、受け付けた光信号を電気信号に変換する。そして、装置（受信側）３００は
、当該電気信号を光信号に変換する。そして、装置（受信側）３００は、当該光信号を装
置（送信側）１００に送信するものとして説明する。
【００４２】
［装置（送信側）の構成］
　図２を用いて、光送受信器（送信側）２００を有する装置（送信側）１００の構成の一
例について説明する。なお、図２は、実施例１における光送受信システムの全体構成の一
例を説明するためのブロック図である。
【００４３】
　図２に示すように、装置（送信側）１００は、特に、光送受信器（送信側）２００を有
する。また、装置（送信側）１００は、光スイッチ（送信部・送信側）１１１と、光減衰
器（送信側）１１２と、光受信器（送信側）１１３と、光合波器（送信側）１１４と、光
増幅器（送信部・送信側）１１５とを有する。また、装置（送信側）１００は、光分波器
（送信側）１１６と、光増幅器（受信部・送信側）１１７と、光スイッチ（受信部・送信
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側）１１８と、ＯＳＣ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｓｕｐｅｒｖｉｓｏｒｙ　Ｃｈａｎｎｅｌ）（
送信側）１１９とを有する。
【００４４】
　なお、例えば、光スイッチ（送信部・送信側）１１１と、光減衰器（送信側）１１２と
、光受信器（送信側）１１３と、光合波器（送信側）１１４と、光増幅器（送信部・送信
側）１１５と、ＯＳＣ（送信側）１１９とは、図１にて示した送信部（送信側）１０１に
該当する。また、例えば、光分波器（送信側）１１６と、光増幅器（受信部・送信側）１
１７と、光スイッチ（受信部・送信側）１１８と、ＯＳＣ（送信側）１１９とは、図１に
て示した受信部（送信側）１０２に該当する。
【００４５】
　光送受信器（送信側）２００は、光スイッチ（送信部・送信側）１１１と光スイッチ（
受信部・送信側）１１８とに接続する。具体的には、光送受信器（送信側）２００は、チ
ャンネルの数と同数あり、光送受信器（送信側）２００各々が、光スイッチ（送信部・送
信側）１１１と光スイッチ（受信部・送信側）１１８とに接続する。また、光送受信器（
送信側）２００は、クライアント（送信側）に接続している。
【００４６】
　また、光送受信器（送信側）２００は、光信号を電気信号に変換する。また、光送受信
器（送信側）２００は、電気信号を光信号に変換する。
【００４７】
　具体的には、チャンネルの数と同数ある光送受信器（送信側）２００各々は、割り当て
られたチャンネルの波長となる光信号を、光スイッチ（受信部・送信側）１１８から受け
付ける。そして、光送受信器（送信側）２００各々は、受け付けた光信号を、電気信号に
変換する。そして、光送受信器（送信側）２００各々は、割り当てられたチャンネルの波
長となる光信号に、当該電気信号を変換する。そして、光送受信器（送信側）２００各々
は、当該光信号をクライアント（送信側）に送る。
【００４８】
　また、光送受信器（送信側）２００各々は、割り当てられたチャンネルの波長となる光
信号を、クライアント（送信側）から受け付ける。そして、光送受信器（送信側）２００
各々は、受け付けた光信号を、電気信号に変換する。そして、光送受信器（送信側）２０
０各々は、割り当てられたチャンネルの波長となる光信号に、当該電気信号を変換する。
そして、光送受信器（送信側）２００各々は、当該光信号を光スイッチ（送信部・送信側
）１１１に送る。
【００４９】
　なお、光送受信器（送信側）２００によるＦＥＣ方式を用いた処理については、後述す
るため、ここでは説明を省略する。
【００５０】
　光スイッチ（送信部・送信側）１１１は、光送受信器（送信側）２００各々と光減衰器
（送信側）１１２各々とに接続する。また、光スイッチ（送信部・送信側）１１１は、光
路を切り替える。具体的には、光スイッチ（送信部・送信側）１１１は、光送受信器（送
信側）２００各々から光信号各々を受け付ける。そして、光スイッチ（送信部・送信側）
１１１は、受け付けた光信号各々が、当該光信号に対応する光減衰器（送信側）１１２各
々へと送る。
【００５１】
　光減衰器（送信側）１１２は、光スイッチ（送信部・送信側）１１１と光受信器（送信
側）１１３とに接続する。具体的には、光減衰器（送信側）１１２は、チャンネルの数と
同数あり、光減衰器（送信側）１１２各々が、光スイッチ（送信部・送信側）１１１と光
受信器（送信側）１１３とに接続する。
【００５２】
　また、光減衰器（送信側）１１２は、光レベルを減衰させる。具体的には、光減衰器（
送信側）１１２各々は、割り当てられた波長の光信号を光スイッチ（送信部・送信側）１
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１１から受け付ける。そして、光減衰器（送信側）１１２各々は、受け付けた光信号の光
レベル（強度）を所定の強度へと減衰する。そして、光減衰器（送信側）１１２各々は、
光レベルを所定の強度へと減衰した光信号各々を、光受信器（送信側）１１３各々に送る
。
【００５３】
　なお、光減衰器（送信側）１１２が光信号の光レベルを減衰するのは、装置（送信側）
１００から送信される各波長の信号強度各々を平坦化し、信号品質を一定にするためであ
る。
【００５４】
　光受信器（送信側）１１３は、光減衰器（送信側）１１２と光合波器（送信側）１１４
とに接続する。具体的には、光受信器（送信側）１１３は、チャンネルの数と同数あり、
それぞれが、光減衰器（送信側）１１２と光合波器（送信側）１１４とに接続する。
【００５５】
　また、光受信器（送信側）１１３は、光信号を検出する。具体的には、光受信器（送信
側）１１３各々は、割り当てられた波長の光信号が光減衰器（送信側）１１２から光受信
器（送信側）１１３に送られたことを検出すると、当該光信号を光合波器（送信側）１１
４に送る。
【００５６】
　光合波器（送信側）１１４は、光受信器（送信側）１１３各々と光増幅器（送信部・送
信側）１１５とＯＳＣ（送信側）１１９とに接続する。また、光合波器（送信側）１１４
は、光通信回線を介して、装置（受信側）３００に接続している。
【００５７】
　また、光合波器（送信側）１１４は、波長の異なる複数の光信号を多重化し、一つの出
力にする。具体的には、光合波器（送信側）１１４は、光受信器（送信側）１１３各々か
ら、光受信器（送信側）１１３各々に割り当てられた波長の光信号各々を受け付ける。そ
して、光合波器（送信側）１１４は、受け付けた光信号各々を多重化する。そして、光合
波器（送信側）１１４は、多重化した光信号を、光増幅器（送信部・送信側）１１５に送
る。
【００５８】
　また、光合波器（送信側）１１４は、多重化した光信号を装置（受信側）３００に送信
する。具体的には、光合波器（送信側）１１４は、光増幅器（送信部・送信側）１１５に
よって増幅された光信号を、光増幅器（送信部・送信側）１１５から受け付ける。そして
、光合波器（送信側）１１４は、光増幅器（送信部・送信側）１１５によって増幅された
光信号を、装置（受信側）３００に送信する。
【００５９】
　また、光合波器（送信側）１１４は、ＯＳＣ（送信側）１１９から光信号を受け付けた
場合には、多重化した光信号に併せて、ＯＳＣ（送信側）１１９から光信号を受け付けた
光信号を装置（受信側）３００に送信する。
【００６０】
　光増幅器（送信部・送信側）１１５は、光合波器（送信側）１１４に接続する。また、
光増幅器（送信部・送信側）１１５は、光信号を増幅する。具体的には、光増幅器（送信
部・送信側）１１５は、光合波器（送信側）１１４から多重化された光信号を受け付ける
。そして、光増幅器（送信部・送信側）１１５は、多重化された光信号を一括して増幅す
る。つまり、光増幅器（送信部・送信側）１１５は、当該光信号に含まれる波長すべてに
ついて、一括して増幅する。そして、光増幅器（送信部・送信側）１１５は、増幅した光
信号を光合波器（送信側）１１４に送る。なお、光増幅器（送信部・送信側）１１５は、
光信号を増幅する際に、光信号から電気信号へと変換処理は行わずに、光信号を増幅する
。
【００６１】
　光分波器（送信側）１１６は、光増幅器（受信部・送信側）１１７とＯＳＣ（送信側）
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１１９とに接続する。また、光分波器（送信側）１１６は、光通信回線を介して、装置（
受信側）３００に接続している。
【００６２】
　光分波器（送信側）１１６は、多重化された光信号を、多重分離する。具体的には、光
分波器（送信側）１１６は、装置（受信側）３００から、多重化された光信号を受け付け
る。そして、光分波器（送信側）１１６は、装置（受信側）３００から受け付けた光信号
（多重化された光信号）を、複数の光信号に分離する。そして、光分波器（送信側）１１
６は、分離した複数の光信号を光増幅器（受信部・送信側）１１７とＯＳＣ（送信側）１
１９とに送る。
【００６３】
　さらに詳細には、光分波器（送信側）１１６は、分離した複数の光信号のうち、後述す
るＯＳＣ（受信側）３１４によって出力された光監視信号については、ＯＳＣ（送信側）
１１９に送る。また、光分波器（送信側）１１６は、分離した複数の光信号のうち、光監
視信号以外の光信号すべてについては、光増幅器（受信部・送信側）１１７に送る。
【００６４】
　なお、光監視信号とは、装置（送信側）１００と装置（受信側）３００とを保守する保
守者によって用いられる信号である。具体的には、光監視信号としては、データを送受信
する際に用いる波長とは異なる波長の信号が用いられる。図３の（１）に示すように、波
長「１５３０ｎｍ」以降の光信号を用いて、装置（送信側）１００と装置（受信側）３０
０とがデータを送受信する場合を例に説明する。例えば、光監視信号としては、図３の（
２）に示すように、「１５１０ｎｍ」の光信号が用いられる。なお、図３は、実施例１に
おける光監視信号の一例について説明するための図である。
【００６５】
　このため、例えば、光分波器（送信側）１１６は、図３の（２）に示すように、「１５
１０ｎｍ」の光信号を、ＯＳＣ（送信側）１１９に送る。また、光分波器（送信側）１１
６は、図３の（１）に示すように、「１５１０ｎｍ」以外の光信号を、光増幅器（受信部
・送信側）１１７に送る。
【００６６】
　なお、実施例１では、光分波器（送信側）１１６は、分離した複数の光信号のうち、光
監視信号のみをＯＳＣ（送信側）１１９に送る場合について説明した。しかし、本発明は
これに限定されるものではない。例えば、光分波器（送信側）１１６は、分離した光信号
各々すべてを、光増幅器（受信部・送信側）１１７とＯＳＣ（送信側）１１９との両方に
送ってもよい。
【００６７】
　また、光分波器（送信側）１１６は、光増幅器（受信部・送信側）１１７から増幅され
た光信号を受け付ける。そして、光分波器（送信側）１１６は、光増幅器（受信部・送信
側）１１７から受け付けた光信号を、光スイッチ（受信部・送信側）１１８に送る。
【００６８】
　光増幅器（受信部・送信側）１１７は、光分波器（送信側）１１６に接続する。また、
光増幅器（受信部・送信側）１１７は、光信号を増幅する。具体的には、光増幅器（受信
部・送信側）１１７は、光分波器（送信側）１１６から光信号を受け付ける。そして、光
増幅器（受信部・送信側）１１７は、光信号を一括して増幅する。
【００６９】
　光スイッチ（受信部・送信側）１１８は、光分波器（送信側）１１６と光送受信器（送
信側）２００各々とに接続する。また、光スイッチ（受信部・送信側）１１８は、光路を
切り替える。具体的には、光スイッチ（受信部・送信側）１１８は、光分波器（送信側）
１１６から光信号各々を受け付ける。そして、光スイッチ（受信部・送信側）１１８は、
受け付けた光信号各々を、当該光信号に対応する光送受信器（送信側）２００各々へと送
る。
【００７０】
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　ＯＳＣ（送信側）１１９は、光分波器（送信側）１１６と光合波器（送信側）１１４と
に接続する。また、光分波器（送信側）１１６は、装置（受信側）３００から光監視信号
を受け付けると、受け付けた光監視信号をＯＳＣ（送信側）１１９に送る。また、ＯＳＣ
（送信側）１１９は、光監視信号を光合波器（送信側）１１４に送る。そして光監視信号
を光合波器（送信側）１１４から装置（受信側）３００へ送る。
【００７１】
［装置（受信側）の構成］
　次に、装置（受信側）３００の構成の一例について説明する。図２に示すように、装置
（受信側）３００は、特に、光分波器（受信側）３１１と、光増幅器（受信部・受信側）
３１２と、光スイッチ（受信部・受信側）３１３と、ＯＳＣ（受信側）３１４とを有する
。また、装置（受信側）３００は、光スイッチ（送信部・受信側）３１５と、光減衰器（
受信側）３１６と、光受信器（受信側）３１７と、光合波器（受信側）３１８と、光増幅
器（送信部・受信側）３１９とを有する。
【００７２】
　なお、装置（受信側）３００の各部は、装置（送信側）１００の各部と同様の処理を行
うものである。具体的には、光分波器（受信側）３１１は、光分波器（送信側）１１６に
対応する。また、光増幅器（受信部・受信側）３１２は、光増幅器（受信部・送信側）１
１７に対応する。また、光スイッチ（受信部・受信側）３１３は、光スイッチ（受信部・
送信側）１１８に対応する。
【００７３】
　また、ＯＳＣ（受信側）３１４は、ＯＳＣ（送信側）１１９に対応する。また、光スイ
ッチ（送信部・受信側）３１５は、光スイッチ（送信部・送信側）１１１に対応する。ま
た、光減衰器（受信側）３１６は、光減衰器（送信側）１１２に対応する。また、光受信
器（受信側）３１７は、光受信器（送信側）１１３に対応する。また、光合波器（受信側
）３１８は、光合波器（送信側）１１４に対応する。また、光増幅器（送信部・受信側）
３１９は、光増幅器（送信部・送信側）１１５に対応する。
【００７４】
　また、例えば、光分波器（受信側）３１１と、光増幅器（受信部・受信側）３１２と、
光スイッチ（受信部・受信側）３１３と、ＯＳＣ（受信側）３１４とは、図１に示した受
信部（受信側）３０１に該当する。また、例えば、光スイッチ（送信部・受信側）３１５
と、光減衰器（受信側）３１６と、光受信器（受信側）３１７と、光合波器（受信側）３
１８と、光増幅器（送信部・受信側）３１９と、ＯＳＣ（受信側）３１４とは、図１に示
した送信部（受信側）３０２に該当する。
【００７５】
　光送受信器（受信側）４００は、ＦＥＣ方式を用いた処理を除いて、光送受信器（送信
側）２００と同様の処理を行う。
【００７６】
　具体的には、チャンネルの数と同数ある光送受信器（受信側）４００各々は、割り当て
られたチャンネルの波長となる光信号を、光スイッチ（受信部・受信側）３１３から受け
付ける。そして、光送受信器（受信側）４００各々は、受け付けた光信号を、電気信号に
変換する。そして、光送受信器（受信側）４００各々は、割り当てられたチャンネルの波
長となる光信号に、当該電気信号を変換する。そして、光送受信器（受信側）４００各々
は、当該光信号をクライアント（受信側）に送る。
【００７７】
　また、具体的には、光送受信器（受信側）４００各々は、割り当てられたチャンネルの
波長となる光信号を、クライアント（受信側）から受け付ける。そして、光送受信器（受
信側）４００各々は、受け付けた光信号を、電気信号に変換する。そして、光送受信器（
受信側）４００各々は、割り当てられたチャンネルの波長となる光信号に、当該電気信号
を変換する。そして、光送受信器（受信側）４００各々は、当該光信号を光スイッチ（送
信部・受信側）３１５に送る。
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【００７８】
　なお、光送受信器（受信側）４００によるＦＥＣ方式を用いた処理については、後述す
るため、ここでは説明を省略する。
【００７９】
［光送受信器（送信側）の構成］
　次に、図４を用いて、光送受信器（送信側）２００の構成について説明する。なお、図
４は、実施例１における光送受信システムの構成の一例を説明するための図である。
【００８０】
　図４に示すように、光送受信器（送信側）２００は、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０と
、監視・制御部（送信側）２２０とを有する。
【００８１】
　ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、監視・制御部（送信側）２２０に接続する。また、
ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、光スイッチ（送信部・送信側）１１１と光スイッチ（
受信部・送信側）１１８とに接続する。また、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、クライ
アント（送信側）に接続する。
【００８２】
　また、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、符号化を行う。具体的には、ＦＥＣ制御部（
送信側）２１０は、監視・制御部（送信側）２２０によって設定されるＦＥＣ方式を用い
て、電気信号を符号化する。
【００８３】
　さらに詳細には、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、光スイッチ（受信部・送信側）１
１８から光信号を受信する。そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、受信した光信号
を電気信号に変換する。そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、当該電気信号を光信
号に変換し、クライアント（送信側）に送る。
【００８４】
　また、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、クライアント（送信側）から光信号を受信す
る。そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、受信した光信号を電気信号に変換する。
そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、監視・制御部（送信側）２２０によって設定
されるＦＥＣ方式を用いて、電気信号を符号化する。そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２
１０は、符号化した電気信号を光信号に変換し、光スイッチ（送信部・送信側）１１１に
送る。
【００８５】
　ここで、監視・制御部（送信側）２２０によって設定されるＦＥＣ方式について説明す
る。例えば、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、前方向誤り訂正技術「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７
０９　ＦＥＣ」を用いるＦＥＣ方式が監視・制御部（送信側）２２０によって設定された
場合には、図４に示すように、「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９　ＦＥＣ符号化部」を用いる。つ
まり、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、クライアント（送信側）から受信した光信号を
電気信号に変換する。そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０では、「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７
０９　ＦＥＣ符号化部」が、「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９　ＦＥＣ」を用いて電気信号を符号
化する。そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、符号化された電気信号を光信号に変
換し、光スイッチ（送信部・送信側）１１１に送る。なお、「ＩＴＵ－Ｔ」とは、Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｕｎｉｏｎ－Ｔｅｌｅｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｅｃｔｏｒ　（国際電気通信連合）の略である。
【００８６】
　また、例えば、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、前方向誤り訂正技術「ＩＴＵ－Ｔ　
Ｇ９７５　ＦＥＣ」を用いるＦＥＣ方式が監視・制御部（送信側）２２０によって設定さ
れた場合には、図４に示すように、「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５　ＦＥＣ符号化部」を用いる
。
【００８７】
　また、例えば、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」が監
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視・制御部（送信側）２２０によって設定された場合には、図４に示すように、「ＦＥＣ
　ＯＦＦ設定部」を用いる。つまり、例えば、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、クライ
アント（送信側）から受信した光信号を電気信号に変換する。そして、ＦＥＣ制御部（送
信側）２１０では、「ＦＥＣ　ＯＦＦ設定部」が、クライアント（送信側）から受信した
光信号を、ＦＥＣを用いて符号化しない。そして、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、符
号化しないまま電気信号を光信号に変換し、光スイッチ（送信部・送信側）１１１に送る
。
【００８８】
　なお、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」とは、複数ある前方向誤り訂正技術の内、いずれ
の前方向誤り訂正技術をも用いないＦＥＣ方式を示す。
【００８９】
　監視・制御部（送信側）２２０は、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０に接続する。また、
ＦＥＣ制御部（送信側）２１０は、ＯＳＣ（送信側）１１９に接続する。
【００９０】
　また、監視・制御部（送信側）２２０は、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０にＦＥＣ方式
を設定する。例えば、監視・制御部（送信側）２２０は、ＦＥＣ方式についての初期設定
として、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０にＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」を設定する。
【００９１】
　また、例えば、監視・制御部（送信側）２２０は、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０によ
って用いられるＦＥＣ方式を、装置（受信側）３００から通知されたＦＥＣ方式となるよ
うに設定する。具体的な例をあげて説明すると、監視・制御部（送信側）２２０は、ＯＳ
Ｃ（送信側）１１９から光監視信号を受付ける。そして、監視・制御部（送信側）２２０
は、受け付けた光監視信号に含まるＦＥＣ方式を、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０によっ
て用いられるＦＥＣ方式に設定する。
【００９２】
　ここで、監視・制御部（送信側）２２０がＦＥＣ方式を受け付ける点について、さらに
説明する。例えば、監視・制御部（送信側）２２０は、ＦＥＣ方式を含む光監視信号を、
装置（受信側）から、光分波器（送信側）１１６（図４に示す例では、「ＣＰＬ１＿２」
）とＯＳＣ（送信側）１１９とを介して、受け付けるものである。
【００９３】
　また、例えば、監視・制御部（送信側）２２０は、設定を変更した旨を装置（受信側）
３００に通知する。例えば、ＦＥＣ制御部（送信側）２１０によって用いられるＦＥＣ方
式を、装置（受信側）３００から通知されたＦＥＣ方式となるように設定する。そして、
監視・制御部（送信側）２２０は、ＦＥＣ方式を変更した後に、ＦＥＣ方式を変更した旨
の情報（切り替え完了信号）を、光監視信号を用いて、ＯＳＣ（送信側）１１９を介して
装置（受信側）３００（監視・制御部（受信側）４２０）に通知する。
【００９４】
　ここで、監視・制御部（送信側）２２０が切り替え完了信号を通知する点について、さ
らに説明する。例えば、監視・制御部（送信側）２２０は、切り替え完了信号を含む光監
視信号を、ＯＳＣ（送信側）１１９に送る。そして、監視・制御部（送信側）２２０によ
ってＯＳＣ（送信側）１１９に送られた光監視信号は、光合波器（送信側）１１４（図４
示す例では、「ＣＰＬ１＿１」）を介して、装置（受信側）３００に通知されるものであ
る。
【００９５】
［光送受信器（受信側）の構成］
　次に、図４を用いて、光送受信器（受信側）の構成について説明する。図４に示すよう
に、光送受信器（受信側）４００は、ＰＤ部４０１と、ＩｎｐｕｔＢＥＲ（Ｂｉｔ　Ｅｒ
ｒｏｒ　Ｒａｔｅ）検出部４０２と、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０と、監視・制御部（
受信側）４２０とを有する。また、光送受信器（受信側）４００は、監視・制御部（受信
側）４２０内部に、適用条件記憶部４２１を有する。
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【００９６】
　適用条件記憶部４２１（「適用条件記憶手段」とも称する）は、監視・制御部（受信側
）４２０内部に設置される。また、適用条件記憶部４２１は、図５に示すように、ＦＥＣ
方式各々について、適用条件各々を記憶する。具体的には、適用条件記憶部４２１は、適
用条件各々として、光送受信器（受信側）４００が受信したデータに含まれる誤りの割合
で区切られる所定の範囲各々を記憶する。なお、図５は、実施例１における適用条件記憶
部４２１に記憶されている情報の一例を説明するための図である。
【００９７】
　なお、実施例１では、適用条件記憶部４２１が監視・制御部（受信側）４２０内部に設
置される場合を用いて説明するが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、適
用条件記憶部４２１は、監視・制御部（受信側）４２０外部に設置されていてもよい。
【００９８】
　図５に示す例を用いて、具体的に説明すると、適用条件記憶部４２１は、ＦＥＣ方式「
ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９」に対応付けて、適用条件「１×１０－１２～２×１０－４」を記
憶する。また、同様に、適用条件記憶部４２１は、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５」
に対応付けて、適用条件「３×１０－３～２×１０－４」を記憶する。また、例えば、適
用条件記憶部４２１は、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」に対応付けて、適用条件「～１×
１０－１２」と「３×１０－３～」とを記憶する。
【００９９】
　なお、適用条件記憶部４２１に記憶されている適用条件各々は、保守者によって予め設
定されるものである。例えば、装置（受信側）３００が初期立上時（例えば、初期電源投
入時）に、保守者によって入力されるものである。また、適用条件記憶部４２１に記憶さ
れているＦＥＣ方式各々と適用条件各々との対応付けは、監視・制御部（受信側）４２０
によって用いられるものである。
【０１００】
　ここで、図６を用いて、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」に対応付けられた適用条件各々
について説明する。なお、図６の（１）に示すように、光送受信器（受信側）が受信する
データに含まれる誤りの割合の内、保守者によって許容される割合（許容割合）が、「１
×１０－１２」であるものとして、説明を行う。許容割合とは、装置（送信側）１００や
装置（受信側）３００を利用する保守者によって、光送受信システムごとに設定されるも
のである。なお、図６は、実施例１におけるＦＥＣ方式に対応付けられた適用条件を説明
するための図である。
【０１０１】
　例えば、適用条件記憶部４２１は、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」に対応付けられた適
用条件として、前方向誤り訂正を用いても許容割合になるまで誤りを修復することが可能
でない誤り割合の範囲を記憶する。
【０１０２】
　ここで、図６について簡単に説明する。図６においては、横軸（図６の「ＩｎｐｕｔＢ
ＥＲ」）が適用前割合を示し、縦軸（図６の「ＯｕｔｐｕｔＢＥＲ」）が、適用後割合を
示す。なお、ここで、適用前割合とは、受信した状態における（ＦＥＣ方式が適用されて
いない）データに含まれる誤りの割合を示す適用前割合を示す。また、適用後割合とは、
ＦＥＣ方式が適用されていないデータに対して当該方式各々が適用された後における誤り
の割合を示す。
【０１０３】
　また、図６に示す三本のグラフは、それぞれがＦＥＣ方式を適用した場合における適用
前割合と適用後割合との対応関係各々を示すものである。例えば、図６の（２）に示すグ
ラフは、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」についてのＢＥＲ特性を示す対応関係である。例
えば、適用前割合が「１×１０－４」である場合には、適用後割合は「１×１０－４」に
なることを示している。
【０１０４】



(15) JP 2009-296177 A 2009.12.17

10

20

30

40

50

　また、例えば、図６の（３）に示すグラフは、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－７０９　ＦＥＣ」
についてのＢＥＲ特性を示す対応関係である。例えば、適用前割合が「３×１０－４」で
ある場合には、適用後割合は「１×１０－１２」を超えることを示している。また、例え
ば、図６の（４）に示すグラフは、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－９７５　ＦＥＣ」についてのＢ
ＥＲ特性を示す対応関係である。例えば、適用前割合が「５×１０－３」である場合には
、適用後割合は「１×１０－１２」を超えることを示している。
【０１０５】
　また、例えば、図６の（５）に示すように、適用条件記憶部４２１は、適用条件「３×
１０－３～」をＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」に対応付けて記憶する。
【０１０６】
　つまり、誤りの割合が「５×１０－３」（「３×１０－３」より大きい割合）であるデ
ータに対して、誤りを修復する性能が最も高い「ＩＴＵ－９７５　ＦＥＣ」を用いたとし
ても、修復後の誤りの割合は、「１×１０－１２」を超えることになる。この結果、「３
×１０－３」よりデータに含まれる誤りの割合が大きい場合には、前方向誤り訂正を用い
ても許容割合になるまで誤りを修復することはできず、ＦＥＣ方式を「ＦＥＣ　ＯＦＦ」
にするものである。
【０１０７】
　また、例えば、適用条件記憶部４２１は、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」に対応付けら
れた適用条件として、受信したデータに含まれる誤りの割合が既に許容割合となっている
範囲を記憶する。具体的な例をあげて説明すると、適用条件記憶部４２１は、適用条件「
～１×１０－１２」をＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」に対応付けて記憶する。
【０１０８】
　また、例えば、図６の（６）に示すように、適用条件記憶部４２１は、ＦＥＣ方式「Ｉ
ＴＵ－７０９　ＦＥＣ」に対応付けられた適用条件として、「１×１０－１２～２×１０
－４」を記憶する。また、例えば、図６の（７）に示すように、適用条件記憶部４２１は
、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－９７５　ＦＥＣ」に対応付けられた適用条件として、「２×１０
－４～３×１０－３」を記憶する。すなわち、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－７０９　ＦＥＣ」と
「ＩＴＵ－９７５　ＦＥＣ」とを切り替える閾値は、「２×１０－４」となる。また、Ｆ
ＥＣ方式「ＩＴＵ－９７５　ＦＥＣ」と「ＦＥＣ　ＯＦＦ」とを切り替える閾値は、「３
×１０－３」となる。
【０１０９】
　図４に戻り、ＰＤ部４０１（「入力断測定手段」とも称する）は、監視・制御部（受信
側）４２０に接続する。また、ＰＤ部４０１は、光スイッチ（送信部・受信側）３１５に
接続する。
【０１１０】
　また、ＰＤ部４０１は、データの受信状態が入力断であるか否かを測定する。具体的に
は、ＰＤ部４０１は、光スイッチ（送信部・受信側）３１５から光送受信器（受信側）４
００に送られる光信号を常に測定し、入力断であるか否かを測定する。そして、ＰＤ部４
０１は、入力断であると測定すると、切り替え完了信号を監視・制御部（受信側）４２０
に送る。
【０１１１】
　ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２（「測定手段」とも称する）は、監視・制御部（受信側
）４２０に接続する。また、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２は、光スイッチ（送信部・受
信側）３１５に接続する。
【０１１２】
　また、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２は、データの受信状態を測定する。具体的には、
ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２は、光送受信器（受信側）４００によって受信されたデー
タに含まれる誤りの割合を測定する。さらに詳細には、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２は
、光スイッチ（送信部・受信側）３１５から光送受信器（受信側）４００に送られる光信
号を常に測定し、データに含まれる誤りの割合を常に測定する。そして、ＩｎｐｕｔＢＥ
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Ｒ検出部４０２は、測定したデータに含まれる誤りの割合を、測定する毎に、監視・制御
部（受信側）４２０に送る。
【０１１３】
　ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、監視・制御部（受信側）４２０に接続する。また、
ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、光スイッチ（送信部・受信側）３１５に接続する。ま
た、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、クライアント（受信側）に接続する。
【０１１４】
　また、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、ＦＥＣ方式を用いてデータの修復を行う。具
体的には、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、監視・制御部（受信側）４２０によって設
定されるＦＥＣ方式を用いて、受信したデータに含まれる誤りを修復する。
【０１１５】
　さらに詳細には、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、光スイッチ（送信部・受信側）３
１３から光信号を受信する。そして、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、受信した光信号
を電気信号に変換する。そして、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、監視・制御部（受信
側）４２０によって設定されるＦＥＣ方式を用いて、受信したデータに含まれる誤りを修
復する。そして、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、誤りが修復されたデータを、光信号
に変換し、クライアント（受信側）に送る。
【０１１６】
　また、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、クライアント（受信側）から光信号を受信す
る。そして、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、受信した光信号を電気信号に変換する。
そして、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、電気信号を光信号に変換し、当該光信号を光
スイッチ（送信部・受信側）３１５に送る。
【０１１７】
　ここで、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０について、監視・制御部（受信側）４２０によ
って設定されるＦＥＣ方式という観点から説明する。例えば、ＦＥＣ制御部（受信側）４
１０は、前方向誤り訂正技術「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９　ＦＥＣ」を用いるＦＥＣ方式が監
視・制御部（受信側）４２０によって設定された場合には、図４に示すように、「ＩＴＵ
－Ｔ　Ｇ７０９　ＦＥＣ演算部」を用いる。つまり、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０は、
光スイッチ（受信部・受信側）３１３から受信した光信号を、電気信号に変換する。そし
て、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０では、「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９　ＦＥＣ符号化部」が
、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９　ＦＥＣ」を用いて電気信号に含まれるデータの誤
りを修復する。
【０１１８】
　監視・制御部（受信側）４２０（「方式選択手段」や「通知手段」や「入力断時通知手
段」とも称する）は、ＰＤ部４０１と、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２と、ＦＥＣ制御部
（受信側）４１０と、に接続する。また、監視・制御部（受信側）４２０は、ＯＳＣ（受
信側）３１４に接続する。
【０１１９】
　また、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０にＦＥＣ方式
を設定する。具体的には、以下に示すように、監視・制御部（受信側）４２０は、データ
の受信状態に応じたＦＥＣ方式を選択する。また、監視・制御部（受信側）４２０は、選
択したＦＥＣ方式を装置（送信側）１００に通知する。また、監視・制御部（受信側）４
２０は、選択したＦＥＣ方式を、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０によって用いられるＦＥ
Ｃ方式に設定する。
【０１２０】
　まず、監視・制御部（受信側）４２０について、データの受信状態に応じたＦＥＣ方式
を選択する点から説明する。監視・制御部（受信側）４２０は、適用条件記憶部４２１に
よって記憶されている適用条件各々の内、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２によって測定さ
れたデータの受信状態を満足させる適用条件を判定する。そして、監視・制御部（受信側
）４２０は、適用条件記憶部４２１にて判定した適用条件に対応付けて記憶されているＦ
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ＥＣ方式を選択する。
【０１２１】
　さらに詳細には、監視・制御部（受信側）４２０は、適用条件記憶部４２１によって適
用条件各々として記憶されている誤りの割合各々の内、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２に
よって測定された誤りの割合が含まれる範囲を判定する。そして、監視・制御部（受信側
）４２０は、適用条件記憶部４２１によって判定した範囲に対応付けて記憶されているＦ
ＥＣ方式を選択する。
【０１２２】
　例えば、監視・制御部（受信側）４２０は、受信したデータに含まれる誤りの割合が「
１×１０－５」である場合には、当該誤りの割合を満たす適用条件が「１×１０－１２～
２×１０－４」であると判定する。そして、監視・制御部（受信側）４２０は、判定した
適用条件「１×１０－１２～２×１０－４」に対応付けられたＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　
Ｇ７０９」を選択する（図４参照）。
【０１２３】
　また、具体的には、監視・制御部（受信側）４２０は、ＰＤ部４０１によって入力断で
あると測定されると、ＦＥＣ方式として、「ＦＥＣ　ＯＦＦ」を選択する。例えば、監視
・制御部（受信側）４２０は、ＰＤ部４０１から入力断である旨の情報を受け付ける。そ
して、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式として、「ＦＥＣ　ＯＦＦ」を選択
する（図４参照）。
【０１２４】
　なお、監視・制御部（受信側）４２０は、例えば、上記したＦＥＣ方式選択処理を常に
行うものである。
【０１２５】
　また、監視・制御部（受信側）４２０について、選択したＦＥＣ方式を装置（送信側）
１００に通知する点から説明する。監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式を選択
すると、光監視信号を用いて、選択したＦＥＣ方式を装置（送信側）１００に通知する。
例えば、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９」を選択した場合を例に説明する。監視・制
御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９」を、光監視信号を用いて
、ＯＳＣ（受信側）３１４を介して装置（送信側）１００（監視・制御部（送信側）２２
０）に通知する。
【０１２６】
　また、例えば、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」を選択した場合を例に説明する。監視・
制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」を、光監視信号を用いて、Ｏ
ＳＣ（受信側）３１４を介して装置（送信側）１００に通知する。
【０１２７】
　ここで、監視・制御部（受信側）４２０がＦＥＣ方式を通知する点について、さらに説
明する。例えば、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式を含む光監視信号を、Ｏ
ＳＣ（受信側）３１４と、光合波器（受信側）３１８（図４示す例では、「ＣＰＬ２＿２
」）とを介して装置（送信側）１００に通知する。
【０１２８】
　また、監視・制御部（受信側）４２０について、選択したＦＥＣ方式を、ＦＥＣ制御部
（受信側）４１０によって用いられるＦＥＣ方式に設定する点から説明する。例えば、監
視・制御部（受信側）４２０は、選択したＦＥＣ方式を装置（送信側）１００に通知した
後に、装置（送信側）１００からの光監視信号を、ＯＳＣ（送信側）１１９を介して受付
ける。そして、監視・制御部（送信側）２２０は、受け付けた光監視信号に、切り替え完
了信号が含まれている場合に、選択したＦＥＣ方式を、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０に
よって用いられるＦＥＣ方式に変更する。
【０１２９】
　なお、本実施例では、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式を変更した旨の情
報を受け付けた後に、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０のＦＥＣ方式を変更する手法につい
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て説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、監視・制御部（
受信側）４２０は、ＦＥＣ方式を選択すると、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０のＦＥＣ方
式を変更するとともに、ＦＥＣ方式を装置（送信側）１００に通知してもよい。また、例
えば、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式を選択すると、ＦＥＣ方式を装置（
送信側）１００に通知し、所定の時間経過後に、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０のＦＥＣ
方式を変更してもよい。
【０１３０】
　ここで、監視・制御部（受信側）４２０が切り替え完了信号を受け付ける点について、
さらに説明する。例えば、監視・制御部（受信側）４２０は、切り替え完了信号を含む光
監視信号を、光分波器（受信側）３１１（図４に示す例では、「ＣＰＬ２＿１」）と、Ｏ
ＳＣ（受信側）３１４とを介して受け付ける。
【０１３１】
［光送受信器による処理］
　次に、図７を用いて、光送受信器によるＦＥＣ方式切り替え処理の一例について説明す
る。なお、図７は、実施例１における光送受信器によるＦＥＣ方式切り替え処理の一例に
ついて説明するためのフローチャートである。
【０１３２】
　図７に示すように、光送受信システムでは、起動して処理を開始すると（ステップＳ１
０１肯定）、光送受信器（受信側）４００は、ＦＥＣ切り替え閾値を設定する（ステップ
Ｓ１０２）。具体的には、光送受信器（受信側）４００では、適用条件記憶部４２１が、
保守者によって適用条件各々を入力される。
【０１３３】
　そして、光送受信器（送信側）２００と光送受信器（受信側）４００とは、ＦＥＣ方式
についての初期設定を「ＦＥＣ　ＯＦＦ」とする（ステップＳ１０３）。
【０１３４】
　そして、監視・制御部（受信側）４２０は、入力断が検出されたかを判断する（ステッ
プＳ１０４）。具体的には、監視・制御部（受信側）４２０は、ＰＤ部４０１から入力断
である旨の情報を受け付けたかを判断する。ここで、監視・制御部（受信側）４２０は、
入力断が検出された場合には（ステップＳ１０４肯定）、ＦＥＣ方式を「ＦＥＣ　ＯＦＦ
」のままとする（ステップＳ１０３）。
【０１３５】
　また、監視・制御部（受信側）４２０は、入力断が検出されなかった場合には（ステッ
プＳ１０４否定）、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結果が「１×１０－１２」
よりも小さいかを判断する（ステップＳ１０５）。具体的には、監視・制御部（受信側）
４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２によって測定された誤りの割合が、「１×１０
－１２」よりも小さいかを判断する。ここで、監視・制御部（受信側）４２０は、Ｉｎｐ
ｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結果が「１×１０－１２」よりも小さいと判断した場
合には（ステップＳ１０５肯定）、ＦＥＣ方式を「ＦＥＣ　ＯＦＦ」のままとする（ステ
ップＳ１０３）。
【０１３６】
　また、監視・制御部（受信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結
果が「１×１０－１２」よりも小さいと判断しなかった場合には（ステップＳ１０５否定
）、「３×１０－３」より大きいかを判断する（ステップＳ１０６）。ここで、監視・制
御部（受信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結果が「３×１０－

３」より大きいと判断した場合には（ステップＳ１０６肯定）、ＦＥＣ方式を「ＦＥＣ　
ＯＦＦ」のままとする（ステップＳ１０３）。
【０１３７】
　また、監視・制御部（受信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結
果が「３×１０－３」より大きいと判断しなかった場合には（ステップＳ１０６否定）、
「２×１０－４」から「３×１０－３」の間にあるかを判断する（ステップＳ１０７）。
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ここで、監視・制御部（受信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結
果が「２×１０－４」から「３×１０－３」の間にないと判断した場合には（ステップＳ
１０７否定）、ＦＥＣ方式を「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９ＦＥＣ」を選択する。そして、監視
・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０によって用いられるＦＥＣ
方式を、「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９ＦＥＣ」に設定する（切り替える）（ステップＳ１０８
）。
【０１３８】
　また、監視・制御部（受信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結
果が「２×１０－４」から「３×１０－３」の間にあると判断すると（ステップＳ１０６
否定、および、ステップＳ１０７肯定）、ＦＥＣ方式を「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」
を選択する。そして、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０
によって用いられるＦＥＣ方式を、「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」に設定する（切り替
える）（ステップＳ１０９）。
【０１３９】
　ここで、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式を行った後に（ステップＳ１０
３またはＳ１０８またはＳ１０９）、ＦＥＣ方式を変更するかを判断する処理を繰り返す
。例えば、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」とした場合
（ステップＳ１０３）には、上記したステップＳ１０４からＳ１０７までの処理を繰り返
す。
【０１４０】
　また、同様に、例えば、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　
Ｇ７０９ＦＥＣ」とした場合（ステップＳ１０８）には、その後、ステップＳ１０４とＳ
１０５と同様の処理を行う（ステップＳ１１０およびＳ１１１）。そして、監視・制御部
（受信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結果が「１×１０－１２

～２×１０－４」であるかを判断する（ステップＳ１１２）。ここで、監視・制御部（受
信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出結果が「１×１０－１２～２
×１０－４」であると判断した場合には（ステップＳ１１２肯定）、ＦＥＣ方式を「ＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｇ７０９ＦＥＣ」のままにする。そして、ステップＳ１１０～Ｓ１１２までの処
理を繰り返す。一方、監視・制御部（受信側）４２０は、「１×１０－１２～２×１０－

４」でないと判断した場合には（ステップＳ１１２否定）、ステップＳ１０７と同様の処
理を行う（ステップＳ１１３）。ここで、監視・制御部（受信側）４２０は、Ｉｎｐｕｔ
ＢＥＲ検出部４０２による検出結果が「２×１０－４」から「３×１０－３」の間にある
場合には、ＦＥＣ方式を「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」に設定する（ステップＳ１０９
）。また、監視・制御部（受信側）４２０は、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２による検出
結果が「２×１０－４」から「３×１０－３」の間にないと判断した場合には、ＦＥＣ方
式を「ＦＥＣ　ＯＦＦ」に設定する（ステップＳ１０３）。
【０１４１】
　また、同様に、例えば、監視・制御部（受信側）４２０は、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　
Ｇ９７５ＦＥＣ」とした場合（ステップＳ１０９）には、その後、ステップＳ１１０から
ステップＳ１１３までの処理と同様の処理を行う（ステップＳ１１４～Ｓ１１７）。
【０１４２】
［実施例１の効果］
　上記したように、実施例１によれば、適用条件記憶部４２１が、光送受信器（送信側）
２００にて適用され得るＦＥＣ方式と、適用条件各々とを対応付けて予め記憶する。そし
て、光送受信器（受信側）４００は、光送受信器（送信側）２００から送信されたデータ
の受信状態を測定する。また、光送受信器（受信側）４００は、適用条件記憶部４２１に
よって記憶されている適用条件各々の内、測定したデータの受信状態が満足する適用条件
を判定する。そして、光送受信器（受信側）４００は、適用条件記憶部４２１にて当該適
用条件に対応付けて記憶されている方式を選択する。そして、光送受信器（受信側）４０
０は、選択したＦＥＣ方式を、光送受信器（送信側）２００に通知する。結果、実施例１
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によれば、消費電力を抑えることが可能である。
【０１４３】
　具体的には、昨今より、環境問題は世界的な問題として認識されており、企業において
の社会的責任も重要視されており、社会的責任という観点からは、電力を無駄に浪費しな
いことが求められている。ここで、従来の手法では、ＦＥＣ（誤り訂正）機能を搭載した
光送受信器において、ＦＥＣについての設定は、一度設定されたＦＥＣ方式が変更される
事無く運用される場合が多い。このため、例えば、従来の光送受信器においては、装置へ
の光入力断時や、誤り訂正が不可能なエラーレートが入力されている場合や、伝送品質が
よく誤り訂正が不必要の場合であっても、顧客の設定によっては、ＦＥＣ機能が常に動作
していた。これにより、従来の光送受信器では、ＦＥＣ機能を動作する際に消費する消費
電力を常に浪費していた。
【０１４４】
　また、例えば、従来の手法では、消費電力という観点から不適切なＦＥＣ方式が、変更
される事無く運用される場合が多い。これにより、従来の手法では、光送受信器は、適切
なＦＥＣ方式を用いた場合に消費する消費電力よりも大きな消費電力を浪費していた。
【０１４５】
　このような従来の手法と比較して、開示の光送受信器では、データ受信状態に応じて適
切なＦＥＣ方式を用いることができ、消費電力を抑えることが可能である。例えば、図８
に示すように、データに含まれる誤りの割合が、図８の（１）に示す切り替え閾値を越え
た場合に、図８の（２）に示すように、ＦＥＣ方式を変更することが可能である。これに
より、データ受信状態に応じて適切なＦＥＣ方式を用いることができ、消費電力を抑える
ことが可能である。なお、図８は、実施例１に係る光送受信システムによる効果を説明す
るための図である。
【０１４６】
　また、従来の手法では、一度設定されたＦＥＣ方式が変更される事無く運用される場合
が多い。このため、従来の手法では、回線劣化によりエラーレートが悪化しても即ＦＥＣ
方式を切り替える事が出来ない為、伝送品質の保証をすることができなかった。
【０１４７】
　このような従来の手法と比較して、開示の光送受信器では、エラーレートに応じてＦＥ
Ｃ方式を切り替えることにより、伝送品質を保証しつつ、かつ、ＦＥＣ機能を使用する際
に発生する消費電力を抑えることが可能である。
【０１４８】
　また、実施例１によれば、適用条件記憶部４２１は、適用条件とＦＥＣ方式との対応付
けとして、前方向誤り訂正を用いても許容割合になるまで誤りを修復することが可能でな
い誤り割合の範囲と、前方向誤り訂正を適用しない方式との対応付けを記憶する。これに
より、実施例１によれば、前方向誤り訂正を用いても保守者によって許容される予め設定
された誤りの割合になるまで訂正できない場合には、前方向誤り訂正のいずれも用いない
方式とすることにより、消費電力を抑えることが可能である。
【０１４９】
　また、実施例１によれば、データの受信状態が入力断であると測定した場合に、前方向
誤り訂正を適用しない方式を対向光送受信器に通知する。これにより、実施例１によれば
、入力断である場合には、前方向誤り訂正のいずれも用いない方式とすることにより、消
費電力を抑えることが可能である。
【実施例２】
【０１５０】
　さて、これまで、実施例１として、適用条件として用いる誤りの割合の範囲各々につい
て、予め保守者によって入力される手法について説明した。しかし、本発明はこれに限定
されるものではない。例えば、保守者から許容割合を受け付け、受け付けた許容割合から
適用条件各々を光送受信装置にて算出してもよい。
【０１５１】
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　そこで、以下では、図９～図１２を用いて、実施例２として、保守者から許容割合を受
け付け、受け付けた許容割合から適用条件各々を光送受信装置にて算出する手法について
説明する。なお、以下では、実施例１に係る光送受信器と同様の点については、簡単に説
明し、または、説明を省略する。
【０１５２】
　具体的には、実施例２における光送受信器（受信側）４００は、図９に示すように、図
４に示した構成に加えて、関係記憶部５０１と、受付部５０２と、読出部５０３と、設定
部５０４とを有する。図９に示す例では、関係記憶部５０１は、受付部５０２に接続する
。また、受付部５０２は、読出部５０３に接続する。また、読出部５０３は、関係記憶部
５０１と受付部５０２と設定部５０４とに接続する。また、設定部５０４は、読出部５０
３と適用条件記憶部４２１とに接続する。なお、図９は、実施例２における光送受信シス
テムの構成の一例を示すためのブロック図である。
【０１５３】
　ここで、実施例２では、関係記憶部５０１（「関係記憶手段」とも称する）が、ＦＥＣ
方式各々について、適用前割合と適用後割合との対応関係各々を記憶する。なお、ここで
、適用前割合とは、受信した状態における（装置（受信側）３００にてＦＥＣ方式が適用
されていない状態における）データに含まれる誤りの割合を示す適用前割合を示す。また
、適用後割合とは、ＦＥＣ方式が適用されていないデータに対して当該方式各々が適用さ
れた後における誤りの割合を示す。
【０１５４】
　例えば、関係記憶部５０１は、図１０の（１）に示すように、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　Ｏ
ＦＦ」についての対応関係を記憶する。また、関係記憶部５０１は、図１０の（２）に示
すように、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９ＦＥＣ」についての対応関係を記憶する。
また、関係記憶部５０１は、図１０の（３）に示すように、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ
９７５ＦＥＣ」についての対応関係を記憶する。なお、図１０は、実施例２における関係
記憶部５０１に記憶されている対応関係を説明するための図である。
【０１５５】
　そして、実施例２では、受付部５０２（「受付手段」とも称する）が、保守者から許容
割合を受け付ける。例えば、受付部５０２は、保守者から、許容割合「１×１０－１２」
を受け付ける。
【０１５６】
　そして、実施例２では、読出部５０３（「読出手段」とも称する）が、図１１に示すよ
うに、境界点各々を読み出す。具体的には、読出部５０３は、図１１の（１）に示すよう
に、関係記憶部５０１によって記憶されている対応関係から、ＦＥＣ方式各々について、
受付部５０２によって受け付けられた許容割合に対応する境界点各々を読み出す。なお、
境界点とは、許容割合に対応する適用前割合の値を示す。また、この境界点各々は、ＦＥ
Ｃ方式を切り替える閾値として用いられるものである。なお、図１１は、実施例２におけ
る読出部と設定部とを説明するための図である。
【０１５７】
　例えば、読出部５０３は、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９ＦＥＣ」についての境界
点として、「２×１０－４」を読み出す。また、読出部５０３は、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－
Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」についての境界点として、「３×１０－３」を読み出す。
【０１５８】
　そして、実施例２では、設定部５０４（「設定手段」とも称する）が、適用条件各々を
算出する。具体的には、設定部５０４は、図１１の（２）に示すように、読出部５０３に
よって読み出された境界点各々を、ＦＥＣ方式を切り替える際に用いる閾値として算出す
る。例えば、設定部５０４は、図１１の（３）に示すように、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　
Ｇ７０９ＦＥＣ」についての適用条件の上限を、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９ＦＥ
Ｃ」についての境界点「２×１０－４」とする。また、設定部５０４は、図１１の（４）
に示すように、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」についての適用条件の上限を
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、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」についての境界点「３×１０－３」とする
。また、設定部５０４は、図１１の（４）に示すように、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９
７５ＦＥＣ」についての適用条件の下限を、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ７０９ＦＥＣ」
についての境界点「２×１０－４」とする。また、設定部５０４は、図１１の（５）に示
すように、ＦＥＣ方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」についての適用条件の下限を、ＦＥＣ方式「Ｉ
ＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」についての境界点「３×１０－３」とする。
【０１５９】
　つまり、設定部５０４は、適用条件各々についての上限閾値各々として、ＦＥＣ方式各
々について読出部５０３によって読み出された境界点各々を用いる。また、設定部５０４
は、適用条件各々についての下限閾値各々として、閾値を設定するＦＥＣ方式より誤りを
修復する性能が低いＦＥＣ方式の内、最も性能が高い方式について読み出された境界点各
々を用いる。
【０１６０】
　また、設定部５０４は、算出した適用条件各々を、適用条件記憶部４２１に入力する。
例えば、設定部５０４は、ＦＥＣ方式「ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ９７５ＦＥＣ」についての適用条
件として、「２×１０－４～３×１０－３」を入力する。
【０１６１】
［実施例２における適用条件算出処理］
　次に、図１２を用いて、実施例２における適用条件算出処理の流れの一例について説明
する。なお、図１２は、実施例２における適用条件算出処理の流れの一例を説明するため
のフローチャートである。
【０１６２】
　図１２に示すように、実施例２では、受付部５０２によって許容割合が受け付けられる
と（ステップＳ２０１肯定）、読出部５０３は、切り替え閾値（境界点）各々を読み出す
（ステップＳ２０２）そして、設定部５０４は、適用条件各々を算出する（ステップＳ２
０３）。そして、設定部５０４は、算出した適用条件を、適用条件記憶部４２１に入力す
る（ステップＳ２０４）。
【０１６３】
［実施例２の効果］
　実施例２によれば、保守者によって入力される許容割合から、適用条件各々を設定する
ことが可能である。
【実施例３】
【０１６４】
　さて、これまで本発明の実施例について説明したが、本発明は上述した実施例に限定さ
れるものではない。このため、以下では、その他の実施例について説明する。
【０１６５】
［光送受信システム］
　例えば、実施例１では、装置（受信側）３００から装置（送信側）１００に対して送信
される光信号について、ＦＥＣ方式を適用する手法について言及しなかったが、本発明は
これに限定されるものではない。具体的には、装置（送信側）１００から装置（受信側）
３００に送信される光信号に対してだけでなく、装置（受信側）３００から装置（送信側
）１００に対して送信される光信号に対して、ＦＥＣ方式を適用してもよい。また、その
際には、装置（送信側）１００が受信したデータの受信状態に応じて、装置（受信側）３
００に適用するＦＥＣ方式を変更してもよい。
【０１６６】
　また、例えば、実施例１や２では、二つの対向する装置を有する光送受信システムを例
に用いて、説明を行った。しかし、本発明はこれに限定されるものではなく、二つ以上の
装置を有する光送受信システムであってもよい。例えば、装置（送信側）１００と装置（
受信側３００）との間に装置（中間）を備えてもよい。すなわち、対向する装置間（装置
（送信側）１００と装置（中間）との間、装置（中間）と装置（受信側）３００との間）
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にて、受信したデータの受信状態に応じて適用するＦＥＣ方式をそれぞれ変更してもよい
。
【０１６７】
　また、例えば、実施例１や２では、装置（送信側）１００と装置（受信側）３００とは
、同様の機能を有する装置であるものとして説明した。しかし、本発明はこれに限定され
るものではない。例えば、装置（送信側）１００は、光信号を送信する機能と、装置（受
信側）３００からＦＥＣ方式について通知を受ける機能のみを有してもよい。
【０１６８】
［適用条件］
　また、例えば、実施例１や２では、適用条件記憶部４２１が、適用条件として、誤りの
範囲を記憶するものとして説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば
、適用条件記憶部４２１は、ＦＥＣ方式各々について、閾値のみを記憶してもよい。
【０１６９】
［実施例の組み合わせについて］
　例えば、実施例１では、受信したデータの受信状態に応じてＦＥＣ方式を変更する手法
に加えて、例えば、（１）データに含まれる割合が所定の割合よりも高い場合に、ＦＥＣ
方式「ＦＥＣ　ＯＦＦ」を用いる手法と、（２）入力断である場合に、ＦＥＣ方式「ＦＥ
Ｃ　ＯＦＦ」を用いる手法を併せて実施する手法について説明した。また、実施例２では
、（３）保守者によって入力された許容割合から、適用条件を算出して用いる手法につい
て説明した。しかし、本発明は実施例１や２にて説明した実施例に限定されるものではな
い。例えば、受信したデータの受信状態に応じてＦＥＣ方式を変更する手法のみを実施し
てもよい。また、例えば、受信したデータの受信状態に応じてＦＥＣ方式を変更する手法
に加えて、（１）～（３）の内、一つまたは複数の手法を併せて実施してもよい。
【０１７０】
［システム構成］
　また、上記文書中や図面中で示した処理手順、制御手順、具体的名称、各種のデータや
パラメータを含む情報（例えば、図１～図９、図１１、図１２）については、特記する場
合を除いて任意に変更することができる。
【０１７１】
　また、図示した各装置の各構成要素は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示
の如く構成されていることを要しない。すなわち、各装置の分散・統合の具体的形態は図
示のものに限られず、その全部または一部を、各種の負荷や使用状況などに応じて、任意
の単位で機能的または物理的に分散・統合して構成することができる。
【０１７２】
　例えば、図２では、光合波器（送信側）１１４は、二つに分離して位置している例を用
いて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではなく、二つに分離して位置し
ている光合波器（送信側）１１４を一つに統合してもよい。また、図４に示す例を用いて
説明すると、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０を、ＦＥＣ方式各々に対応する処理を行う複
数の構成部に分離してもよい。
【０１７３】
［プログラム］
　また、上記の実施例で説明した各種の処理は、あらかじめ用意されたプログラムをパー
ソナルコンピュータやワークステーションなどのコンピュータで実行することによって実
現することができる。そこで、以下では、図１３を用いて、上記の実施例と同様の機能を
有する位置情報処理プログラムを実行するコンピュータの一例を説明する。なお、図１３
は、実施例１における光送受信器のプログラムを説明するための図である。
【０１７４】
　同図に示すように、実施例１における光送受信器３０００は、光分波器３００１、光増
幅器３００２、光スイッチ３００３、ＯＳＣ３００４、光減衰器３００５、光受信器３０
０６、光合波器３００８、ＣＰＵ３０１０、ＲＯＭ３０１１、ＨＤＤ３０１２、ＲＡＭ３
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０１３をバス３００９などで接続して構成されている。
【０１７５】
　ＲＯＭ３０１１には、上記の実施例１で示したＰＤ部４０１と、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出
部４０２と、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０と、監視・制御部（受信側）４２０と同様の
機能を発揮する制御プログラム、つまり、同図に示すように、ＰＤプログラム３０１１ａ
と、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出プログラム３０１１ｂと、ＦＥＣ制御プログラム３０１１ｃと
、監視・制御プログラム３０１１ｄとが予め記憶されている。なお、これらのプログラム
３０１１ａ～３０１１ｄについては、図１３に示した光送受信器の各構成要素と同様、適
宜統合または分離してもよい。
【０１７６】
　そして、ＣＰＵ３０１０が、これらのプログラム３０１１ａ～３０１１ｄをＲＯＭ３０
１１から読み出して実行することにより、図１３に示すように、各プログラム３０１１ａ
～３０１１ｄについては、ＰＤプロセス３０１０ａと、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出プロセス３
０１０ｂと、ＦＥＣ制御プロセス３０１０ｃと、監視・制御プロセス３０１０ｄとして機
能するようになる。なお、各プロセス３０１０ａ～３０１０ｄは、図４に示した、ＰＤ部
４０１と、ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部４０２と、ＦＥＣ制御部（受信側）４１０と、監視・
制御部（受信側）４２０とにそれぞれ対応する。
【０１７７】
　そして、ＨＤＤ３０１２には、適用条件記憶テーブル３０１２ａが設けられている。な
お、各テーブル３０１２ａは、図４に示した、適用条件記憶部４２１にそれぞれ対応する
。
【０１７８】
　そして、ＣＰＵ３０１０は、適用条件記憶テーブル３０１２ａを読み出してＲＡＭ３０
１３に格納し、ＲＡＭ３０１３に格納された適用条件記憶データ３０１３ａを用いて、光
送受信プログラムを実行する。
【０１７９】
［その他］
　なお、本実施例で説明した光送受信方法を実行するプログラムは、インターネットなど
のネットワークを介して配布することができる。また、このプログラムは、ハードディス
ク、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤなどのコンピュータで
読み取り可能な記録媒体に記録され、コンピュータによって記録媒体から読み出されるこ
とによって実行することもできる。
【０１８０】
　以上の実施例１～３を含む実施形態に関し、更に以下の付記を開示する。
【０１８１】
（付記１）光送受信器であって、
　前記光送受信器に対向する対向光送受信器にて適用され得る前方向誤り訂正の方式各々
と、当該方式各々が当該対向光送受信器において適用されるべき適用条件としてデータの
受信状態で示される適用条件各々とを対応付けて予め記憶する適用条件記憶手段と、
　前記対向光送受信器から送信されたデータの受信状態を測定する測定手段と、
　前記適用条件記憶手段によって記憶されている前記適用条件各々の内、前記測定手段に
よって測定されたデータの受信状態が満足する適用条件を判定し、当該適用条件記憶手段
にて当該適用条件に対応付けて記憶されている方式を選択する方式選択手段と、
　前記方式選択手段によって選択された方式を、前記対向光送受信器に通知する通知手段
と
　を備えたことを特徴とする光送受信器。
【０１８２】
（付記２）前記適用条件記憶手段は、前記光送受信器によって受信されたデータに含まれ
る誤りの割合で区切られる所定の範囲各々を適用条件各々として記憶し、
　前記測定手段は、前記光送受信器によって受信されたデータに含まれる誤りの割合を測
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定し、
　前記方式選択手段は、前記適用条件記憶手段によって前記適用条件各々として記憶され
ている前記範囲各々の内、前記測定手段によって測定された誤りの割合が含まれる前記範
囲を判定し、当該適用条件記憶手段によって当該範囲に対応付けて記憶されている前記方
式を選択することを特徴とする付記１に記載の光送受信器。
【０１８３】
（付記３）前記適用条件記憶手段は、前記適用条件と前記方式との対応付けとして、前記
前方向誤り訂正を用いても許容割合になるまで誤りを訂正することが可能でない誤り割合
の範囲と、前記前方向誤り訂正を適用しない方式との対応付けを記憶することを特徴とす
る付記２に記載の光送受信器。
【０１８４】
（付記４）データの受信状態が入力断であるか否かを測定する入力断測定手段と、
　前記入力断測定手段によって入力断であると測定された場合に、前記前方向誤り訂正を
適用しない方式を前記対向光送受信器に通知する入力断時通知手段と
　をさらに備えることを特徴とする付記１～３のいずれか一つに記載の光送受信器。
【０１８５】
（付記５）前記方式各々が適用されていないデータに含まれる誤りの割合を示す適用前割
合と、当該方式各々が適用されていないデータに対して当該方式各々が適用された後にお
ける誤りの割合を示す適用後割合との対応関係を前記方式各々について予め記憶する関係
記憶手段と、
　許容割合を受け付ける受付手段と、
　前記関係記憶手段によって記憶されている前記対応関係から、前記方式各々について、
前記受付手段によって受け付けられた許容割合に対応する前記適用前割合の値各々を読み
出す読出手段と、
　前記方式各々に対応付けられた前記範囲各々の上限各々を示す閾値各々として、当該方
式各々について前記読出手段によって読み出された適用前割合の値各々を前記適用条件記
憶手段に設定し、
　かつ、
　前記方式の内誤りを訂正する性能がより低い方式がある方式に対応付けられた前記範囲
の下限を示す閾値として、当該誤りを訂正する性能がより低い方式の内最も性能が高い方
式について読み出された適用前割合の値を前記適用条件記憶手段に設定する設定手段と
　をさらに備えることを特徴とする付記２～４のいずれか一つに記載の光送受信器。
【０１８６】
（付記６）光送受信システムであって、
　前記光送受信器に対向する対向光送受信器にて適用され得る前方向誤り訂正の方式各々
と、当該方式各々が当該対向光送受信器において適用されるべき適用条件としてデータの
受信状態で示される適用条件各々とを対応付けて予め記憶する適用条件記憶手段と、
　前記対向光送受信器から送信されたデータの受信状態を測定する測定手段と、
　前記適用条件記憶手段によって記憶されている前記適用条件各々の内、前記測定手段に
よって測定されたデータの受信状態が満足する適用条件を判定し、当該適用条件記憶手段
にて当該適用条件に対応付けて記憶されている方式を選択する方式選択手段と、
　前記方式選択手段によって選択された方式を、前記対向光送受信器に通知する通知手段
と
　を備える光送受信器と、
　前記通知手段によって通知された方式を受信すると、当該方式を適用して前記光送受信
器にデータを送信する送信手段を備える前記対向光送受信器と
　を有する光送受信システム。
【図面の簡単な説明】
【０１８７】
【図１】実施例１に係る光送受信システムの概要を示すための図である。
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【図２】実施例１における光送受信システムの全体構成の一例を説明するためのブロック
図である。
【図３】実施例１における光監視信号の一例について説明するための図である。
【図４】実施例１における光送受信システムの構成の一例を説明するためのブロック図で
ある。
【図５】実施例１における適用条件記憶部に記憶されている情報の一例を説明するための
図である。
【図６】実施例１におけるＦＥＣ方式に対応付けられた適用条件を説明するための図であ
る。
【図７】実施例１における光送受信器によるＦＥＣ方式切り替え処理の一例について説明
するためのフローチャートである。
【図８】実施例１に係る光送受信システムによる効果を説明するための図である。
【図９】実施例２における光送受信システムの構成の一例を説明するためのブロック図で
ある。
【図１０】実施例２における関係記憶部に記憶されている対応関係を説明するための図で
ある。
【図１１】実施例２における読出部と設定部とを説明するための図である。
【図１２】実施例２における適用条件算出処理の流れの一例を説明するためのフローチャ
ートである。
【図１３】実施例１における光送受信器のプログラムを説明するための図である。
【符号の説明】
【０１８８】
　１００　装置（送信側）
　１０１　送信部（送信側）
　１０２　受信部（送信側）
　１１１　光スイッチ（送信部・送信側）
　１１２　光減衰器（送信側）
　１１３　光受信器（送信側）
　１１４　光合波器（送信側）
　１１５　光増幅器（送信部・送信側）
　１１６　光分波器（送信側）
　１１７　光増幅器（受信部・送信側）
　１１８　光スイッチ（受信部・送信側）
　１１９　ＯＳＣ（送信側）
　２００　光送受信器（送信側）
　２１０　ＦＥＣ制御部（送信側）
　２２０　監視・制御部（送信側）
　３００　装置（受信側）
　３０１　受信部（受信側）
　３０２　送信部（受信側）
　３１１　光分波器（受信側）
　３１２　光増幅器（受信部・受信側）
　３１３　光スイッチ（受信部・受信側）
　３１４　ＯＳＣ（受信側）
　３１５　光スイッチ（送信部・受信側）
　３１６　光減衰器（受信側）
　３１７　光受信器（受信側）
　３１８　光合波器（受信側）
　３１９　光増幅器（送信部・受信側）
　４００　光送受信器（受信側）
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　４０１　ＰＤ部
　４０２　ＩｎｐｕｔＢＥＲ検出部
　４１０　ＦＥＣ制御部（受信側）
　４２０　監視・制御部（受信側）
　４２１　適用条件記憶部
　５０１　関係記憶部
　５０２　受付部
　５０３　読出部
　５０４　設定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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